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スズメの幼鳥で確認された致死的な原虫感染症の2例
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要 約

釧路管内の同一地域において、野外由来で飼育中に死亡した1例と野外で拾得した死体1例のスズメ幼鳥を
剖検した。病理組織学的検索により肝臓や脾臓で原虫を検出し、いずれも原虫症により死亡したと考えられた。
これらの原虫は抗Toxoplasma gondiiポリクローナル抗体を用いた免疫染色で陽性を示し、この原虫感染症がス
ズメ幼鳥の間で流行して、個体群の動態にも影響を及ぼしている可能性が示唆された。また公衆衛生の観点か
ら、この原虫がトキソプラズマであるかを確定診断する必要がある。
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スズメPasser montanusは身近な野鳥であるが、希少
種ではないためその疾病や衛生的要素に関しての情報が
蓄積されているとは言えない。国内では近年、サルモネ
ラ感染症によるスズメの大量死が報告され［1］［福井大
祐：北獣公衆衛生学会抄録（2009）］、身近な存在である
がゆえに公衆衛生および家畜衛生の検討課題である。鳥
類の原虫症としては、絶滅が危惧されているニホンライ
チョウのロイコチトゾーン感染［2］のほか、住血原虫で
あるヘモプロテウスやプラスモジウム感染症である「鳥
マラリア」が、シマフクロウ［3］やタンチョウのヒナ［飯
間裕子：北獣公衆衛生学会抄録（2019）］で確認され、
種や地域によっては原虫感染症が個体群の存続に影響す
る状況もあると言える。また、各種野鳥の病理検査から
コクシジウム症やアトキソプラズマ症を診断した網羅的
な調査研究［4］などが過去にもあるが、病原性、種の存
続に対する影響度、保全医学的な重要性を論じるには
データが少ない。これまで北海道内では、ハシボソミズ
ナギドリ［5］、タンチョウ［6］、スズメ［福井大祐：北獣
公衆衛生学会抄録（2004）］などで原虫症による死亡や
重篤な症状の報告がある。
また、原虫症の病態はさまざまであると考えられ、タ

ンチョウ［6］ではエイメリア属原虫により各種臓器に病
変を起こす播種性内臓コクシジウム症（Disseminated
Visceral Coccidiosis：DVC）が報告され、スズメのア
トキソプラズマ症［福井大祐：北獣公衆衛生学会抄録
（2004）］でも肝臓・脾臓・腸管から原虫が検出されて
いる。このスズメの症例では、群で飼育していた幼鳥12
羽がアトキソプラズマ症で死亡したが、発症鳥と同居し
ていた成鳥1羽も不顕性感染していた。道外にも目を向
けると、スズメにおける各種の原虫症が確認されている
が、散発的な報告に留まり、感染様式や個体群の動態へ
の影響など、疫学上および保全医学上の疑問に答えられ
るものではない。
今回筆者らは、釧路管内の同一地域で、野生下から保

護収容し飼育していたスズメの幼鳥1羽と、野生下で死
亡したスズメ幼鳥1羽の死体を剖検したところ、病理組
織学的にトキソプラズマを疑う原虫を肝臓と脾臓で検出
したので報告する。

症 例

症例1：釧路管内の民家の窓ガラスに衝突して収容され
た、巣立ち後2週間程度のスズメの幼鳥で、2018年8月
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19日に保護収容された。収容時は仮死状態であった。処
置により意識は回復したが、衝突による後遺症とみられ
る両脚の麻痺が重篤であったため、長期の飼育管理が必
要となった。その後は順調に回復していたところ、収容
後20日目に急死した。この間は単独で飼育されており、
飼養環境上および衛生上の問題はなかったと考えられる。
剖検により出血性腸炎が認められた（図1）。腸管内
容物にコクシジウム類のオーシストは認められなかった。
病理組織学的に、腺胃部の粘膜の壊死、腸管のびまん性
壊死（死後変化の可能性あり）がみられた。肝臓はびま
ん性壊死を呈し、集簇したマクロファージ内に大きさ2
～3µmの原虫体およびこれらが集簇したシスト様構造
物（図2）が多数観察された。これらはPAS反応陽性
であった。この結果から死因は肝臓の原虫症であると診
断された。またこの切片を、抗Toxoplasma gondiiポリ
クローナル抗体（BioGenex, CA, USA）を用いて免疫染
色したところ、原虫が陽性を示した（図3）。

症例2：2018年9月10日に、症例1と同じ民家の敷地内
で、新鮮死体として回収された。外形所見では、削痩と
足趾の腫瘤を認めた。
剖検では、開腹時の酸臭、腸管の浮腫、および両側の

肺の大型出血斑を認めた。 嚢炎は認められなかった。
また、腸管内容物にコクシジウム類のオーシストが検出
された。病理組織学的には、心筋（炎症細胞浸潤）、腸
管（粘膜固有層のリンパ球浸潤）、肝臓（炎症細胞浸潤
と壊死巣）にも病変がみられたが、肺に重度のうっ血と
出血、重度の肺胞内漿液貯留が認められ、脾臓には2～
3µmの原虫を含むマクロファージの集簇が観察された
（図4）ことから、肺出血と脾臓の原虫感染症が死因と
診断された。脾臓に認められた多数の原虫は、症例1の
肝臓と同様、抗Toxoplasma gondiiポリクローナル抗体
を用いた免疫染色で陽性であった。

図1．症例1の胸腹部肉眼像 図3．症例1の肝臓
原虫のシスト様構造（矢印）（免疫染色）

図2．症例1の肝臓
原虫のシスト様構造（矢印）（HE染色） 図4．症例2の脾臓

原虫のシスト様構造（矢印）（HE染色）
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考 察

釧路管内の同一地区で、スズメ幼鳥2羽が相次いで死
亡したことから、何らかの感染症発生を疑った。病理学
的検索により肝臓や脾臓で確認された原虫病変が死因で
あると考えられ、この原虫症が幼鳥の死亡率を高め、ス
ズメ個体群の動態に影響している可能性が示唆された。
今回の症例で確認された原虫は抗Toxoplasma gondiiポ
リクローナル抗体を用いた免疫染色で陽性であり、これ
がトキソプラズマであるとすると、従来から言われてい
る発育環や感染様式では、感染経路についての説明が難
しい。巣立ち後あまり日数の経っていない幼鳥であった
ことから、親スズメから感染した可能性もある。また、
症例2で検出した腸管内のオーシストが、脾臓病変の原
因になった原虫と同一かは未解明である。
小鳥類の原虫感染症として、これまでアトキソプラズ

マ（現在はイソスポラ属に分類されている）症が報告さ
れ、DVCを起こすことが知られている［4、7］。アトキソ
プラズマ原虫は、肺や肝臓の組織内では形態的にトキソ
プラズマと同様な構造をとる［4］とされている。今回の
症例では、抗Toxoplasma gondiiポリクローナル抗体を
使用したため、同じアピコンプレックス類に分類される
アトキソプラズマも陽性を示す可能性がある。一方、国
内でこれまでアトキソプラズマ症と診断されている症例
では、主に原虫の形態により診断がなされている［植田
美弥：日本野生動物医学会大会講演要旨（2003）］よう
である。
トキソプラズマは、教科書的には鳥類を含めた広い範

囲の脊椎動物が中間宿主になるとされているが、一般的
には豚、山羊などの感染が重要視されており、鳥類のト
キソプラズマ症はあまり認識されていない。しかし、北
海道内で捕獲されたカモ類（マガモ、カルガモ、オナガ
ガモ、ヒドリガモ、コガモ）およびガン類（マガン、ヒ
シクイ）の血清エライザ試験で、221検体中49検体がト
キソプラズマ抗体陽性を示したとの報告［8］（ただしコ
ガモ9個体からは検出なし）や、長野県のカラス類（ハ
シボソガラス、ハシブトガラス）血清をラテックス凝集
法で検査したところ、7羽中2羽がトキソプラズマ抗体
陽性であったとの報告［寒河江稚絢：日本野生動物医学
会大会講演要旨（2010）］がある。他の野鳥でも調べら
れていないだけであると思われ、身近な野鳥もトキソプ
ラズマに感染している可能性があることから、公衆衛生

の観点からはトキソプラズマとアトキソプラズマとの鑑
別が必要である。現在、それぞれについて遺伝子解析の
ためのプライマーが報告されており［9］、これらの手法
も含めてさらなる診断を進めていくことが望まれる。

原虫症および原虫の分類に関して示唆いただいた東京
大学大学院農学生命科学研究科 附属動物医療センター
の猪熊 壽教授に深謝する。
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